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価値観

夢と好奇心
夢と好奇心から、未来を拓く。

多様性
多様な人、異なる視点がより良いものをつくる。

高潔さと誠実さ
倫理的で責任ある行動により、ソニーブランドへの信頼に応える。

持続可能性
規律ある事業活動で、ステークホルダーへの責任を果たす。

Values
価値観
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ビジネスモデル
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ビジネスモデル
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ビジネスモデル
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「地球の中のソニー」CEOメッセージより

社長就任に合わせて、社内ブログを開設しました。その最初の投稿のタイト
ルは「地球の中のソニー」でした。これは、地球環境も含めた社会への貢
献を見据えて経営に取り組むことが肝要だという思いから書いたものです。

地球、社会の中の一員としてのソニーは、全ての事業活動を通じて、経済
価値の追求と同時に、社会価値の創出、それによるより良い地球環境、
社会づくりに継続して貢献してまいります。

「ソニーグループ行動規範」においても、「イノベーションと健全な事業活動
を通じて、企業価値の向上を追求し、持続可能な社会の発展に貢献す
ることが、ソニーの企業としての社会的責任の基本をなすものです。」と
記しています。
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戦略
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戦略

ゲーム＆ネットワークサービス

To Be “The Best Place to Play”を掲げ、
プレイステーションネットワーク(PSN)の更なる拡充により、ユーザー
とクリエイターをつなぐ場を提供します。
クリエイターがクリエイティビティを自由に発揮できる場を提供し続け
ると共に、ユーザーに近づくDTCサービスの強化を進めます。

音楽

音楽は、人に最も近いエンタテインメントのひとつで、コンテンツIP
の重要性が増してきています。音楽制作、音楽出版、映像メ
ディアというドメインを有するソニーは、音楽分野を重要な領域と
位置づけています。グループシナジーと技術を生かし、アーティス
トとユーザーそれぞれに近づき、コンテンツIPを強化し、成長を加
速していく方針です。

エレクトロニクス・プロダクツ＆ソリューション

感動を届ける映像や音という得意分野に集中し、そ
れらの強みを生かせる通信分野での展開を行ってい
ます。今後は、映像・音にかかわる 差異化された技
術資産を生かして、感動創出に向けた 「リアリティ」と
「リアルタイム」を重視した事業展開を進め、安定的
な成長を図る方針です。

イメージング＆センシング・ソリューション

イメージング＆センシング領域は、画像・映像がもたらす感動創
出や、ユーザーの動機の認識・解析に不可欠で、「人に近づく」
を具現化する技術分野です。モバイル領域での収益最大化を
図ると同時にセンシングや車載などの新規領域に経営資源を投
下し、収益貢献を目指します。技術の優位性を維持・強化す
るために継続的に研究開発と設備投資を行っていきます。
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戦略

4.2 経営資源・無形資産等の確保・強化

音楽
コンテンツIPの強化：EMI買収と音楽出版事業について
2018年11月14日、ソニーは、EMI株式の約60％を取得し、従来保有していた約40％の持分と合わせてEMIを
ソニーの完全子会社としました。今回の買収によりソニーは、Sony/ATVミュージック・パブリッシングおよびソニー・ミュー
ジックエンタテインメントが保有するカタログに加え、EMIの200万を超える音楽出版カタログを保有する、世界最大の音
楽出版会社となっています。今後、ソニーの音楽出版事業は、2019年4月1日にSony/ATVミュージック・パブリッシン
グのCEOに就任したジョン・プラットのもと、作詞家・作曲家にとって最高の音楽出版企業を目指していきます。

4.4 経営資源・資本配分
第三次中期計画の3ヵ年累計営業キャッシュ・フローは、2兆2000億円を上回る見通しです。創出されたキャッシュ
については、半分の1兆1千億円～1兆2千億円を設備投資に、残りを戦略投資と株主還元に配分する計画です。
投資の内容は、設備投資については、イメージセンサーの生産能力の増強が最大の投資領域になります。M&Aを中
心とした戦略投資は、今後、外部から取り込みたいテクノロジーやコンテンツIPに対し、比較的中小規模の投資を継続
的に実行していきます。成長への投資という観点では、新規事業の創出やインキュベーションにも力を注ぎます。
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成果と重要な成果指標

5.1 財務パフォーマンス
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成果と重要な成果指標

5.1 財務パフォーマンス
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成果と重要な成果指標
5.2 戦略の進捗を示す独自KPIの設定

• 経営をより長期視点で行っていくため、経営指標には
3年間累計の指標を用います。

• 2018年度～2020年度においては、営業活動によ
るキャッシュ・フローを最も重視する経営指標とし、3年
間で、金融分野を除くソニー連結ベースで2兆2000
億円いじょうの営業活動によるキャッシュ・フローの創
出をめざします。

• また、連結株主資本利益率ROEは10％以上の水
準を継続することをめざします。
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ガバナンス

ソニーのガバナンス体制



Confidential2/21/202019

ガバナンス
6.1 経営課題解決にふさわしい取締役会の持続性

最近の取締役会の実効性評価とガバナンス強化の取り組み
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ガバナンス
6.3 社外役員のスキルおよび多様性

取締役会における資質・スキル （社外/非業務執行取締役）
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ガバナンス
6.6 役員報酬制度の設計

長期視点を促す役員報酬（2018年度）
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